
(1) 昭和44年6月10日
'渋

市民交通傷害保険

「はいっていてよかった」

そう言われるのがこの保険で E

す。 お忘れでしたらいますぐ!

市役所か出張所へどうぞ。!

6月中旬号 No.574 

長崎国体を成功させよう 霊224大fFF編集人/暗雲ラ九州議55
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-・・・歯は健康の見える窓・.. . 

歯は健康をつくる門であるといわ

れるのは、歯が消化器の出発点にあ

たるからです。

力強くかみくだき、適当にだ液混

合されたたべものは胃腸のイ力らきを

高め健康を約束します。また、きれ

いな歯並び、は、きれいな発声と美し

い容ぼうを受けもつ大切な役目をし

ています。

写真 く大村小校庭にて>

ところが、現在日本人の 80パー

セントはむし歯にかかっている とい

われます。これでは大変と 厚生省

でも歯の衛生週間を通じて「むし歯

をはじめとする歯科疾患は、早期発

見、早期治療が大切」と、 むし歯予

防をよびかけています。

ところで、むし歯にちなんで6月

4日を「むし歯予防デー」としたの
は昭和 3年ですから、以来 40年以

上この行事は続いているわけです。

惨歯みがきを励行し、幼少の頃から歯を大切にする習慣をつけましょう 4
物~級協級協物級協~級協物~級協働働移級協~御物級協勿W%~勿~~
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(2) おおむら市政だより昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和44年 6月10日

標語の部国体標語ポスター入賞者きまるポスターの部

島崎莫英

第
二
十
四
回
国
民
体
育
大
会
大
村
市
実
行
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
中
学
校
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
国
体
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

し
た
が
、
標
語
の
部
一
七
七
点
ポ
ス
タ
ー
の
部
ニ
五
七
点
と
多
く
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
次
の
よ
う
に
入
賞
者
を

発
表
し
ま
し
た
.

玖島中3年

標
語
の
部

マ
天
賞
玖
島
中
三
年
島
崎
真
英

こ
ん
に
ち
は
と

笑
顔
で

一
言

長
崎
国
体

マ
地
賞
玖
島
中

二

年

管

井
京
子

花
と
緑
と
水
の
町
わ
れ
ら
の
町

で
国
体
だ玖
島
中

一
年
辻
田
大
介

花
植
え
て

私
も
参
加

長
崎
国

体マ
人
賞
玖
島
中

一
年

笑
顔
で
開

町
に
花
枝
に
は
な

《
長
崎
国
体
大
村
小
五
年
鬼
塚
伸
也

国
体
へ

み
ん
な
な
か
よ
く
町

づ
く
り

1>天賞

大
村
小
五
年
田
口
由
美
子

花
い
っ
ぱ
い
一
五
気
い
っ
ぱ
い

長
崎
国
体

マ
入
選〔中
学
の
部
〕

玖
島
中
三
年
朽
崎
文
子
玖
島
中

二
年
本
浦
千
代

子

杉

本

浩

萱

瀬
中
一
年
田
中
恭
子
玖
島
中

一

年
辻
田
大
介
松
本
浩
子
松
本

三
浦
憲
子

田場典男玖島中3年じ〉天賞

マ 桂松大美 一六大 佐喜
天~I 子尾村子瀬年村iI山代
賞ホ| 真小 利中小小正隆
玖 ス| 理五三子村六学子
島 タ| 子年城由年の 赤
; I 東小大美郷部 沼

三 ~ I 古綾五村子園〕 典
年 のi 川子年小 弘
部| 勇新五 三 幸 士

小 田 田 ; 一 橋 井年 域 森
堺 l崎場 ロ由田小松 竹
倫陽典 立倫貴 口五 原 裕
明子男 川 子子由年小 子

代奮可田植曾合ば 標準賃金 ; 

!一員 γ 一一一一~
!己 k喜 1日(食事っき)1000円 : 
tO二魁
・円四 (。事女マす力しかに立し 準例農 い 4
t'" o十つ 共因。をよのよ地た賃年業ょ-
i 白ア き)植 おう差つ条 。金の委い;

l一一賃 願がは て件市をよ員よ
4 植ノレ O 日金 い、あいそ内きう会農:
代 当 O 当( しごりくのでめにで 繁 +
1 掻 '-..1 0 食男 ま協まら他もま 標は 期 ;

大〔小久信今三〔子三〔美津富大松
村小 保寛村浦小 浦小 喜永 村尾
小学中田 じ小 学松 小学今 久量小弘
三山 孝脇ゆ 四原 ' 五村子美 秋
井年裕子崎ん野年小杉年澄 子西
上〕美 明子本 〕 本〕子光 山 田
裕 子 渡美美 西憲 富松俊中
三 海大 由俊 一 義本英 初

信奥村起 彦郎 美亜 子
代村小 由高
佳松 中 佐美西
萱寿船原 村 藤雅
瀬子津小 静 直 石人

マ
地
賞
三
浦
小
五
年

大
村
小
四
年

マ
入
賞
玖
島
中
二
年
田
中
ひ
ろ
み

玖
島
中
二
年
小
野

誠

三
浦
小
二
年
浜
口
慎

一

マ
入
選

〔
中
学
三
年
〕

玖

島

中

黒

岩

三

津

子

田
中
雪

子

田

中

芳
博
加
賀
谷
純
二

一
山
昇

森

林

伸

之

田

中

清

西

田

武

司

松
下
亨
市

萱
瀬
中

一
瀬
陸
子

田

中

敦
子

〔
中
学
二
年
〕

玖

島

中

辻

政

広

谷

野
正
人

岩
永
早
苗
土
井
雅
信
北
真
由

美

池

田

潔

大

串
春
美
福
江

淳

子

清

水

光

子

道

津
安
正

鹿
山
郁
子

浦
口
由
隆

勢
上
文
子

清
水
和
広

三
浦
隆
司
寺
尾
智

永
津
淳
一
萱
瀬
中

西

川

斗

郡

中

〔
中
学
一
年
〕

玖

島

中

山

浦

正

美

橋

本
正
幸

吉
崎
誠

山

本

博

子

藤

崎

弘

則

橋
口
富
士
子
達
田
和
枝
佐
藤

昌

子

中

島
亭

村

山

秀

樹

川

股
淳
子
飛
川
依
子

郡
中

江

川
秀
子
越
路
昌
子
古
田
豊
睦

西
川
洋
子
朝
長
正
子
萱
瀬
中

一
瀬
は
る
み
宮
崎
美
律
子

〔小
学
六
年
〕

松
原
小

宮
野
義
弘

山
口
勝
成

Lペ

〔小
学
二
年
〕

三
浦

小

坂

口

和

浩

山

中

く
み

子

萱
瀬
小
い
ず
み
よ
し
え

つ
じ
も
と
み
ち
こ
た
け
だ
ま
こ

と
ふ
じ
み
や
よ
し
こ

〔
小
学
一
年
〕

三
浦
小
す
え
な
が
け
い
こ

社
会
福
祉
事
業
資
金
へ

寄
附市内
長
居
一
三
七
紀
内
良
介
さ

ん
は
亡
母
シ
ゲ
さ
ん
の
忌
明
に
、

市
内
古
町
五
区
五
六
七
高
祖
茂
喜

さ
ん
は
亡
父
茂

一
さ
ん
の
生
前
の

報
思
と
し
て
、
モ
れ
ぞ
れ
市
善
意

銀
行
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。
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の昭 会
作和 4 室
付四‘P丞
面十れ菅
積四た EJ
E告<'~ 
ロ実阜
穀舌

し
ノレアも水積票① l 査と十①て
換 lち稲の)申 ノレ対 め日申 r
算ノレ米陸記の告二l象:ご告:、
はで別稲載記 票 z 者 ;ろ 用 t~
二記 別内載 (E2(七 、紙!よ
畝入(功、容 要 米以作月① の己
l 。 品は領 穀 上付十申配 1、
六 敵 面種、 に〉延五告布 v
反反積別(ω 関の面日 票
ま、ょの、田 す者積ご の
てをり記う 畑 作るにがろ取六
は』ア入る別付 調限 二 ③ り月
そ iはち)面査るア調ま二

毎
年
食
糧
事
務
所
が
行
政
庁
の

承
認
を
得
て
独
自
の
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
調
査

目
的
は
、
配
給
基
準
の
算
定
等
の

資
料
に
役
立
て
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
調
査
対
象
者
並
び
に
申

告
方
法
等
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
該
当
耕
作
者
の

方
は
、も
れ
な
く
申
告
し
て
下
さ
い

① 

コを母他はにのす ちが
ンし崎市 夏は活る 子があ市キ
クまへと杯市 動 大ど 活り内 〈
1 し行のみ内を人も 動 、Vこ 本守
ノレたき交役子助の会を約は の
な。たか員どけ会につ五八 7
守十のん研もてがはづ千十丁
子 ーし 会修大いつ側け人七ど
ど月い、会会まく面てののま、
もに交昨、、すらかい子子 ぶ
会はか年八七。れらまどど 宮
活 壁 んは月月五、援すもも
動画会野は に月会助。た会

の子 しに いみしる 協 長を
でど次よそ今まんくの議子に通
ども回うな年すな、は会どっし
期会か 」えの。か今 全がも とて
待をらで町自 ら後国つだめず
く紹 、す を標 期のでくけてこ
だ介各。きは 待活もらのいや
さ し 地 れ「 さやめれ市まか
いま域 い国 れくずて連すな
。すの に体 てがらい絡。成

おおむら市政だより(3) 

J.ー'

伊
ま
ま
，ア
ー
ル
百
震
に
誌
み
替
え

る
。
六
反
一
畝
i
一
町
二
反
ま
で

は
一
畝
減
じ
て
ア
!
ル
面
積
と
す

る
。
一
町
二
反
一
畝
l

一
町
八
反

ま
で
は
二
畝
減
じ
て
ア
ー
ル
面
積

と
す
る
。
一
町
八
反
以
上
は
上
記

に

同

じ

換

算

。

の

世

帯

人

口

は
六
月
一
日
現
在
と
ナ
る
。
的

農
業
法
人
生
産
者
の
方
は
別
に
大

村
の
食
糧
事
務
所
に
直
接
問
合
せ

て

下

さ

い

。

納

農

業

協

同

組

合
員
加
入
の
生
産
者
に
つ
い
て
は

実
行
組
合
長
を
通
じ
て
申
告
票
を

配
布
し
ま
ず
か
ら
記
入
し
て
下
さ

マ
市
子
ど
も
会
長

マ

市

育

成

会

長

大
岡
雅
則
以

上
野
諦
信

~)j 

い

酢

付

農

業

協

同

組

合

員

未

が

申

ιρ
票
を
持
参
し
ま
す
，
又
直

加
入
の
生
産
者
に
つ
い
て
は
、

直
接
出
張
所
に
申
告
さ
れ
て
も
差
支

接
食
糧
事
務
所
(
電
話
三
二
一

八

)

え

あ

り

ま

せ

ん

。

川

申

告

の

に
連
絡
問
合
せ
て
下
さ
い
。
連
絡
と
き
未
植
付
の
方
は
植
付
予
定
面

問
合
せ
、
申
出
が
あ
れ
ば
検
査
官
.
積
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

国
体
ま
で
あ
ま
す
と
こ
ろ
吉
三
十
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
国
体
を
前
に
市
内
の
道
路
環
境
を
よ
く
し
、
ス
ム
ー
ズ

な
運
営
を
は
か
ろ
う
と
道
路
不
正
使
用
の
取
締
り
が
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
ね
、
か
い
し
ま
す
。

ん
…
道
路
不
正
使
用
取

せ
…
締
り
等
実
施
要
綱

ま
w

マ
実
施
の
趣
旨

け

…

国
体
輸
送
計
画
路
線
、

、AVL
w
国
体
各
競
技
場
周
辺
道

は
w

路
に
お
け
る
道
路
不
正

用

一

使
用
等
を
排
除
し
、
道

占

…

路
有
効
巾
員
を
拡
大
し

法

一

て

交

通
容
量
の
増
大
を

不

…

は

か

り

、

あ
わ
せ
て
危

の

…

険
箇
所
に
対
す
る
改
善

路
M

処
置
を
講
ず
る
こ
と
に

道

…

よ

り

安

全

か

つ

円
滑
な

交
通
を
確
保
し
て
国
体
の
運
営
に

寄
与
し
よ
う
と
す
る
.

マ
実
施
期
間
六
月
一
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で

マ

取

締

り

要

領

道
路
管
理
者
そ

の
他
の
道
路
交
通
関
係
機
関
と

の
事
前
打
合
せ
を
じ
ゅ
う
分
に

お
こ
な
い
、
具
体
的
な
取
締
計
・

画
を
策
定
し
て
路
線
別
に
合
同

取
締
り
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

違
反
者
に
は
原
則
と
し
て
警
告

措
置
に
と
ど
め
、

誓
約
書
を
徴

収
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
て
、

違
反
物
件
の
除
去
を
早
急
に
行

な
わ
せ
る
よ
う
に
配
意
す
る
。

市
役
所
ボ
イ
ラ
ー
技
士

を
募
集

マ
受
験
資
格
ボ
イ
ラ
ー
技
士
の

免
許
を
も
っ
て
い
る
人
で
お
お
む

ね
二
十
才
か
ら
三
十
五
才
ま
で
の

人マ
試
験
の
方
法
第
一
次
試
験

教
養
試
験
、
身
体

検

査

第

二
次

試
験

面
接
試
験
、
身
上
調
査

マ
受
験
手
続
・
受
付
期
間

六
月

二
十
一
日
ま
で
に
直
接
人
事
課
へ

申
し
出
て
下
さ
い
。

講
演
と
音
楽
の
集
い

視
力
障
害
者
の
た
め
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ウ
が
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、
県
視
力
障
害
者
協
会
の

.(/ 

主
催
で
開
か
れ
ま
す
。

マ

日

時

六

月

二
十
一
日
午
後
二

時
よ
り
四
時
三
十
分
ま
で

マ
場
所
大
村
市
民
会
館

マ

講

演

宮

崎
康
平
先
生

マ

演

奏

県

立

盲
学
校
プ
ラ
ス
パ

ン
ド
、
大
村
工
業
一
、
大
村
部
隊
音

楽
隊

交
通
事
故
の
巡
回
相
談

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、
六

月
の
交
通
事
故
相
談
を
お
こ
な
い

ま
す
.

相
談
に
は
専
門
の
相
談
員
が
あ

た
り
ま
す
の
で
交
通
事
故
で
お
困

り
の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

マ

日

時

六

月

二

十

四

日

午

前

十
時
よ
り
午
後
三
時
ま
で

マ
場
所

市
役
所
大
会
議
室

池
田
射
撃
場
の

実
弾
射
撃
予
定

マ
六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日

寺
品
で

(
十
日
か
ら
十
四
日
ま
で
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
)

訂組六
正合月号T
しを AJ

お大日比
わ村号
び市の
し 漁 大
ま，業村
す 協 湾
同漁
組業
合協
と同



(4) おおむら市政だより
昭和33年4月22日第三種郵便物認可

一---¥接種目 _Inll=l 1 -Inll=l 1 _____1女但同 |一回目 |二回目 |三回目 ‘
場所 「 ¥---1 = 1=1 1-=1=1 
鈴田出張所 |
三 浦診療 所 !
市立病 院 !6月17日17月8日17月四日

書 訪を民票 16且18日17月9日17月30日

皆同公民館 16月19日17月10日松 原 公 民館 1u n I u I-l 1 

竹松本町公民館 |6月20日i7月11日
萱瀬 出 張 所 iu n L~ I-l I 

時間はいずれも午後2時-3時30分まで

7月31日

8月!日

昭和44年6月10日

一
六
月
十
九
日
は

一
法
律
相
談
日
で
す
。

間

①
食
欲
不
振
お
よ
び
諸
習
癖
の
相
談
な
ど

検
査

9.30-11.00 : 

13.30-15.00 ' 

9.30-15.00 i 

9.30-11.00 ' 

13.30-15.00 

9.30-15.00 

9.30"711.00 

13.30-15.00 

9.30-15.00 

9.30-15.00 

9.30-15.00 
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6月24日

// 

予
防
接
種

マ
対
象
者

め
第

一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫
者

)

・
・
昭
和
四
十
四
年
三
月

一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
も
の
で

、

ま
だ
初
回
接
種
が
出
来
な
か
っ

た
も
の

⑪
第
二
期
の
も
の
(
追
加
接
種
者

)
・

初
回
免
疫
完
了
後

一
年
か

ら
一
年
半
た

っ
た
も
の
。
な
お

こ
の
期
間
に
接
種
が
で
き
な
か

っ
た
も
の

マ
接
種
要
領

勺
第

一
一
期
の
も
の
:
:
:
三
週
間
お

き
に
三
田
接
種

@
第
二
期
の
も
の

の
固
に

一
回
接
種

6月25日
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B用30日

7月!日

7月 2日

い
ず
れ
か

あなたが守る

〈・ー・無料結核健康診断・.. 

国
庫
債
券
担
保
で
引
揚

者
に
事
業
資
金
を
貸
付

引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券
を

持
っ

て
お
ら
れ
る
方
を
対
象
に

つ

ぎ
の
と
お
り
事
業
資
金
の
借
入
申

請
を
受
付
け
ま
す
の
で
六
月
二
十

五
日
ま
で
に
社
会
課
え
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

マ
条
件

引

揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券
の

記
名
者
で
あ
っ

て、

事
業
資
金
を
必
要
と
す

る
者
マ
貸
付
限
度
額

万
円
以
内

あなたの健康

:レントゲン車が巡回して

結核健康診断を行ないます。気軽にもれなく

‘受診しま Lょう。

百 i マ マつ 施=蕊繍
日i①養検 十月 検もぎ今 山子 機
i歯の診 日ー 診 れの年 ~ ~感
せi科良内ま日該なとの 児 蕊思惑
き1検否 容 でか当くお三 健-
、:査・ にら者受り才 r3;: 認~
t 疾① 生四診行児 巧~ -
シ!③ 病発れ十昭 し な健 診 選挙ミ
フ:精の育たー和 てい 康 査 蕊~
==-l神有 状人 年四下ま診 爪 §巡
三!発無態 六十さす 査 V~ ~悪感
リ !達な ・ 月 年 い。を 実 縫総
アiのど 栄 三 八 。 、 問総

破 i
傷 実 施場 所 |実施月 日1.時

風~ 1松原公民館 I 6月23日
f¥ 

混~ !握重出張所

合!I竹松本町公
'-/1 i民 館

の い諏訪公民館

萱瀬出張所

大村保健所

鈴田出張所

三浦幼稚園

古町公民館

松並公民館

市役所

が
貸
付
で
き
る
資
金
の
枠
に
達
し

た
と
き
は
締
切
り
ま
す
。

計

量

器

定

期

検

査

持
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
は
市
か
ら

商
取
引
や
証
明
等
に
使
用
す
る
調
査
票
を
配
付
い
た
し
ま
す
の
で

「
は
か
り
」
は
、

毎
年
一
回
検
査

ご
記
入
の
う
え
市
商
工
観
光
課、

を
受
け
る
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出
し
て
く

マ
料

金

い

り

ま

せ

ん

で
い
ま
す
。
大
村
市
で
は
七
月
七
だ
さ
い
。

な
お
、
脚
気
、
心
臓
吋

じ
ん
ぞ

日
か
ら
定
期
検
査
を
実
施
し
ま

す

な

お

、

調
査
票
が
届
か
な
い
方

ぅ
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺
淋
巴

が
、
そ
の
事
前
調
査
を
六
月

中

旬

は

直
接
市
商
工
観
光
課
へ
お
た
ず

体
質
の
徴
候
あ
る
方
は
接
種

前

に

行
な
い
ま
す
。
「
は
か
り
」
を
ね
く
だ
さ
い
。
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一
記
名
者
に
つ
い
て
十
五

に
医
師
と
十
分
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
当
日
は
母
子
手
帳
を
お
忘
れ

な
い
よ
う
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。 付額

陪

9，450 
13，500 
14，175 
18，900 
20，250 
23，625 
27，000 
28，350 
33，750 
40，500 
47，7.50 
51，975 
67，500 
74，250 
75，600 
80，325 
108，000 
114，750 
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面

B
券

マ
貸
付
額

賦
札
九
枚
分
の
別
表

価
格
と
す
る
。
な
お
、
借
入
申
請

月 場 所 間

l野岳八本松 9.30-10.30 
11.00-12.00 

浦 二 区時吉宅 13.00-14.30 
寿古公民 館 15.00-16.00 

弥勤寺 吉川商庖 9.30-10.30 

6月24日
立福寺舟森商庖 11.00-12.00 
今富 川 添.宅前 13.00-14.0。
福重 農協 支所 14.30-16.0。
宮代 ?自 防庫 9.30-10.30 

官月25日
萱瀬出 張 所 11.DO-12.00 
久良原営林 署 13.00-14.00 
黒木小 学校 14.30-15.30 

原 公 民 館 6.30-10.30 

6月26日
荒 瀬 公民 館 11.00-12.00 
館 ノ川入 口 13.00-14.0。
坂口熊野神 社前 14.30-15.30 

9.30-10.30 

8月27日 三 浦 農協 支所 10.00-12.00 
溝陸公 民館 13.00-14.00 
今村 公民館 14.30-15.30 

1:里 梢防庫川一10.00
6月28日 平小川当麻宅 10.00-11.00

6月30日 鈴田農 協 支 所 11.00-:-12. Q[ 

Ii! 


